
日本 K-ABC アセスメント学会会員各位 

K-ABC 中央事例研究会のご案内 

 

初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

今年度第２回中央事例研究会を下記の通り開催いたします。 

KABC -Ⅱの検査結果の分析や解釈、支援への活用についての研修会です。 

ぜひご参加下さい。 

記 

 

日 時 ： 平成３０年１０月２７日（土）１４:３０～1６:３０ 
会 場 ：『アトラスタワー 茗荷谷』 ３階 図書文化社 ３０１大会議室  

発表者 ： 清水弥生先生 (川崎市立御幸小学校 通級指導教室)  

テーマ ： 学習の困難さがある小 5 児童へのアセスメント 
〜KABC-II と WISC-4 を中心にテストバッテリーを組んだ事例〜 
 

概 要： KABC- II の尺度内で評価点に差があり、単独の検査による解釈では本児の特性
を理解する上で不十分であると感じた。そこでテストバッテリーを組んで結果を
解釈したところ、本児の得意な力と苦手さの把握に繋がった。 

 

★ 会場へのアクセス （地下鉄茗荷谷駅徒歩１分） 
①茗荷谷駅改札を春日通り側に出る。 
②茗荷谷駅を背に左側のベージュ色の高層ビルの３階です。（春日通りに面したビル） 
③春日通り側から１F ローソン横の屋外エスカレーターまたは階段を上がり、屋内エレ

ベーター（1 か所）で３階までお越し下さい。 

 

★ 次回から中央事例研究会の案内は、メール配信のみと致します。 

★ 葉書での案内は中止致します。 

中央事例研究会の情報については、学会のホームページ＆会報でご覧いただけますが、 

メール未登録の会員の方がいらっしゃいましたら、アドレスを事務局にご連絡くださる

ようお勧め下さい。（携帯のアドレスは不可）          

事務局 （Ｅ-mail：honbu-jimu@ k-abc.jp）  

 

尚、この事例研究会は学校心理士資格更新Ｂ１のポイントとなるよう申請中です。 

また本研究会の聴講証明書を発行致しますので、当日お申し出下さい。 
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